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１ 理科新単元４年「雨水の行方と地面の様子」での開発教材を活用した事例 

 本校の理科教諭が公開授業で発信した４年「水のしみこみ方」での実験装置を参会者が取り入れ自校で 
実践した。 
 また，この開発した実験装置を，香川県小学校教育研究会理科部会の夏期研修会で紹介したり，全国小 
学校理科教育研究会で提案発表をした。 

(1)公立校の授業で活用している様子 

(2)香川県の理科教員対象の研修会で紹介している様子 

(3)全国小学校理科教育研究会で提案発表している様子 

①実験の説明をする授業者 ②土壌への水のしみ込み具合を調べる子供たち 

・子供たちが自ら取ってきた，身近にある地面を教材として用いることで，意欲的に実験に取り組んでいた。 
・簡単に実験できて，水のしみ込み具合比較しやすい教材だった。 

公立校教員（授業者）の声 

①実験結果について確認する参会者 ②教材の活用の仕方等について話す参会者 

参会した公立校教員の声 

・思ったより簡単に調べられて，地面の種類によるしみ込み方の違いを比べやすいのがよい。 
・来年度から実施になる内容について学ぶことができて有意義であり，使ってみたいと思える教材だった。 

発表した本校教員の声 

・全国の理科の先生方に，開発した教材を知ってもらうと 
 ともに，教材の有効性について議論できてよかった。 
・多くの先生方が，本教材を何らかのかたちで自身の授 
 業に生かしてくれればうれしい。 

全小理大会で発表する本校教員 



開発教材の投稿資料 





２ 兵庫県の研究指定校が本校の授業討議の方法を取り入れ研究 
を充実させた事例 

 兵庫県三木町の校長先生を始めとしたたくさんの教員が本校の研究会に参加したり，本校の教員が指導助言 
に出向いたりして，本校の研究理論や討議の方法を取り入れ研究を進めた。本校教員の指導助言は２年間で計 
６回，三木町に出向き行った。研究物の記述を示す。 

＜研究物より抜粋＞ 



３ 名古屋市教育委員会が本校を視察し，名古屋市立学校の教職員
に広く還元している事例 

 令和元年10月30日，名古屋市教育委員会より７名の視察団が本校を訪れ，授業及び研究内容を視察した。こ

れは名古屋市「画一的な一斉授業からの改善を進める授業改善」事業の一環で，本校で学んだことを，名古屋
市立学校に広げたいと言う。以下，名古屋市立学校教職員に配布された報告書を紹介する。 

報告書より 



４ 附坂小型「個の見取りシート」を公立校で活用している事例 

 本校では，研究授業の際，指導の効果を検証する一つの方法として，附坂小型「個の見取りシート」を開発，活
用している。これは，抽出児を対象に担当教員がマンツーマンで見取り，シートの記録を事後討議に活用するも
のである。この方法を公立校で活用している事例を紹介する。 

「附坂小型個の様相見取りシート（第101回研究発表会 提案発表より 一部抜粋）」 

(1)附坂小型「個の見取りシート」の発信 

(2)公立小学校での活用 

公立校教頭の声 

 研究授業を実践する中で、「抽出児の見取りが、その後の討議で生かされていないのではないか」という意見
が出された。この意見には、抽出児を見取る目的が共有化されていないという課題があると考えた。そこで、附坂
小で開発された「個の見取りシート」を活用して、抽出児のどのような様相を見取るのかを明らかにした。そうする
ことで、教師の働きかけによってどのように変容したのかを明らかにするとともに、参観者が授業の主張点を共
有した上で授業参観することができ、後の討議の活性化につながった。 

教師の働きかけ 抽出児の見取り 

見取りシートの共有化 

 公立学校では抽出児の見取りは、授業記録と同じように行動
等を記録していただけでした。それでは教師の働きかけによって
抽出児がどのように変容したか見取ることができないだけでなく、
後の討議に深まりが見られないことが課題でした。 

 見取りシートを活用することで、抽出児の変容が明らかになる
とともに、教師の働きかけに焦点化した討議が行われ、討議の
深まりにもつながりました。 



５ 「教員研修」への協力体制を深める，香川県教育委員会指導主
事との情報交換・連携の事例 

 教育事務所が行う「要請による学校訪問」や附属学校が事務局・研究部を務める香小研の活動を通して，情報
交換や連携が深まっている。本校教員は、県内の各教科の研究の方向性（香小研の研究部提案の情報）や、最
新の研究の動向について情報を提供し，指導主事からは，公立校の校内現職教育の様子やニーズ，香川県教
育委員会としてどのように指導しているのかについて情報を収集し，附属学校の公開授業や授業づくりわくわく
ワークショップなどの研修機能に反映するようにしている。 
 県教育委員会と附属学校が「教員研修」への協力・連携体制を一層深め，香川県の教育力向上を深めたい。 

(1)指導主事と本校教諭の情報交換の様子 

指導主事の声 

「小学校音楽科の指導をめぐって」 「小学校図画工作科の指導をめぐって」 

本校教員の声 

・音楽科の研究授業において，公立校の教員が香小研で取り組んでいる研究や附属坂出小学校が集約し
た実践を参考とし，指導に反映することができた。 

・図画工作科を中心として共同研究を進める学校に対し，附属坂出小学校での授業実践や具体例も示しな
がら、指導を行うことができた。 

・両教科を担当している教員の専門性や情熱に触れ，学校現場を支えることへの責任と自覚が一層深まる
とともに，連携の大切さを実感した。 

・香小研音楽部会の研究主題について説明し，授業の指導案を基に授業のねらいと評価が一致しているか， 
子供がねらいを達成するための教師の手立てや働きかけは効果的か等について共に確認した。指導主事から 
は音楽科の特性である「体を動かしながら曲の構成を理解させること」「聴き取ったことと感じたことを関わらせて 
曲のよさを表現していくこと」について質問をいただいた。このような話し合いが公立校への力になれること，また， 
自分自身も新学習指導要領と指導方法の関わりを勉強できること，有意義な時間であった（音楽科教員）。 
・香小研図画工作部会が提案している「豊かに感じること，人・もの・ことと関わってつくる子どもの育成」につい 
て，資料，事例等を用いて説明した。その後，子どもたちが自分の表したいことを見付け，表していく過程にお 
ける交流の在り方等，効果的な支援について話し合った。指導主事より，アドバイスいただいた内容もあり，研 
修の場となってよかった（図画工作科教員）。 
  
 
 


